
各パイプのジョイント方法

●各部品がそろっているか確認してから組み立て

　を始めてください。

●パイプの切断面は、危険ですので触らないよう

　にしてください。また、パイプの中に指などを

　入れないようにしてください。けがをする恐れ

　があります。

●組み立ての際は、安全のため手袋等を着用の上

　組み立ててください。

●設置面が平らな場所でご使用ください。傾いた

　場所や凹凸のある場所で使用しますと転倒する

　恐れがあります。

●風の強い日は屋外での使用は絶対にしないでく

　ださい。転倒や破損・けがの原因になります。

●風のある日は、転倒防止のため、脚部に砂袋等

　の重しを乗せて補強してからご使用ください。

ステンレス布団干し  ４枚
3S-320165 組立説明書

3S-320165

１枠あたり： 約７kg
中　国

ステンレススチール

収納時：
約　幅 1055×奥行 95×高さ 1080ｍｍ
使用時 (１枠サイズ )：
約　幅 1055×高さ 1080ｍｍ

●この商品本来の目的以外の使用は絶対にしな

　いでください。誤った使用は破損やけがの原

　因になります。

●商品に乗ったり、ぶらさがったりしないでく

　ださい。破損やけがの原因になります。

　特にお子様には十分ご注意ください。

●布団は左右バランスよく干してください。

　片寄った荷重は、転倒などの原因になります

　のでおやめください。

●移動される時は、掛けてあるものをすべて取

　り除いてから動かしてください。バランスを

　崩して転倒する恐れがあります。

●折りたたむ際は、指などを挟まないように、

　注意してください。

●布団を掛ける際は、パイプ上を滑らせるので

　はなく、持ち上げるようにして掛けてくださ

　い。パイプの連結部分に引っかかる恐れがあ

　ります。

●必ず耐荷重以内でご使用ください。破損の原

　因になります。

●天災等の不可抗力や不当な修理・改造による故障・破損等は

　補償致しかねます。

●廃棄の場合は、お住まいの市町村等の注意に従って正しい廃

　棄の方法をお守りください。

●製品の仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

●定期的に各部（接合部等）の点検を行ってください。

　（１カ月に１度が目安です。）

●ステンレスの美しさを保つために、定期的に空拭きをし表面

　の汚れを落としてください。（１カ月に１度が目安です。）

●頑固な汚れは中性洗剤で汚れを落とし、必ず水洗いをし、そ

　の後乾いた布等で完全に水気を拭き取って下さい。

●酸性洗剤や漂白剤はサビの原因にもなりますので、使用しな

　いでください。

※ステンレス材を使用していますので耐久性、耐食性に優れていますが、

　塩分には余り強くありません。サビの発生を発見した時点で、細かい目の

　サンドペーパーやサビ取り剤でサビを除去した後、水洗いし、乾いた布等

　で完全に水気を拭き取ると元の状態に戻ります。

ターミナルパイプ Ｌ字パイプ コの字パイプ

※ターミナルパイプの
　板部分に、シリアル
　ナンバーシールが貼
　り付けてあります。

※本品のターミナルパイプの板部分に、数字が記載されたシールが貼り付けてあります。これは、生産管理上必要な

　シリアルナンバーです。剥がさずにご使用ください。剥がしてご使用する場合には、組立説明書内の指定の位置に

　貼り直していただくか、わかりやすい場所に貼り付けて、なくさないように大切に保管してください。

下図のように、①の下部に③を４本差し込んでください。

①②のパイプの細くなっている部分を、
それぞれ②③のパイプの細くなっていな
い部分に差し込みます。

②③のパイプの細くなって
いない方に点が打ってあり
ます。この点は、パイプを
差し込んだ際に抜けづらく
する為のものです。

しっかりと奥まで差し込み、細くなって
いる部分が見えなくなる所まで差し込ん
でください。

※パイプの真ん中は、最初から、
　くの字に曲がっています。



下図のように、　で組んだ本体の上部に、②を４本差し込んでください。

で組んだ
 本体

下図のように、　で組んだ本体の上部と下部に、②を４本差し込んでください。

で組んだ
 本体

それぞれのパイプが、きちんと奥まで差し込まれているか確認して
完成です。

※①ターミナルパイプを軸に、１枠ごと開いて
　バランスよく布団をかけてください。

布団などの丈が長い場合は、地面に着く可能性がありますので、パイプ２枠分を
使用し、少し広げた状態で地面に着かないように調整して掛けてください。


